
特集／開発の中で「格差」を考える

●
は
じ
め
に

「
マ
レ
ー
シ
ア
は
格
差
社
会
か
」
と
問
わ
れ
る

と
、
一
瞬
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
確
か
に
、
少
数

の
極
端
な
金
持
ち
は
存
在
す
る
。
華
人
系
マ
レ
ー

シ
ア
人
を
中
心
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
成
功
し
た
企
業

家
の
多
く
は
極
端
な
金
持
ち
で
あ
る
し
、
一
九
九

○
年
代
以
降
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
に
近
い
と
さ

れ
る
マ
レ
ー
人
企
業
家
が
急
速
に
台
頭
し
、
新
た

な
富
裕
層
を
形
成
し
た
。
こ
う
し
た
企
業
家
の
他
、

各
州
の
ス
ル
タ
ン
・
王
族
な
ど
も
相
当
に
裕
福
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

『
マ
レ
ー
シ
ア
富
豪
ク
ラ
ブ
二
○
○
四
』
と
題

し
た
本
に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
最
も
裕
福
で

あ
る
と
さ
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ォ
ッ
ク
の
資
産
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
内
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
だ
け

で
約
一
四
二
億
リ
ン
ギ
（
約
四
五
○
○
億
円
）
に

上
る
。
こ
の
本
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
三
八
人
の

富
豪
の
上
場
資
産
を
合
計
す
る
と
八
五
○
億
リ
ン

ギ
（
二
兆
六
六
○
○
億
円
）
と
な
り
、
こ
れ
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
全
上
場
株
式
時
価
総
額
の
約
一
二
％

に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
は
上
位
一
二
名
の
富
豪
と

そ
の
家
族
が
そ
の
う
ち
の
七
○
％
に
あ
た
る
六
○

○
億
リ
ン
ギ
（
一
兆
八
七
○
○
億
円
）
を
保
有
し

て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に
一
握
り
の
富

豪
が
国
の
富
の
多
く
を
握
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

一
方
で
、
普
段
そ
れ
ほ
ど
お
目
に
か
か
る
こ
と

の
な
い
、
こ
う
し
た
超
富
裕
層
を
除
い
た
場
合
、

マ
レ
ー
シ
ア
が
極
端
な
格
差
社
会
で
あ
る
と
い
う

実
感
は
な
い
。
例
え
ば
、
街
を
歩
い
て
い
て
も
、

多
く
の
「
普
通
の
人
々
」
が
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

る
し
、
そ
の
傍
ら
で
多
数
の
貧
困
者
が
路
上
で
物

乞
い
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
多
く
の

人
々
は
、「
普
通
」
に
生
活
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

そ
れ
で
は
農
村
部
は
ど
う
か
。
筆
者
が
一
○
年

ほ
ど
前
に
初
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
た
際
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
中
で
経
済
的
に
最
も
後
進
的
な
地
域

と
さ
れ
る
東
海
岸
の
ク
ラ
ン
タ
ン
、
ト
レ
ン
ガ
ヌ

両
州
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。「
貧
困
」
を
目
の

当
た
り
に
す
る
覚
悟
で
現
地
を
訪
れ
た
が
、
実
際

の
印
象
は
と
い
え
ば
「
閑
散
」
で
あ
り
、「
貧
困
」

で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
都
市
部
の
よ
う
に
高
層

ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
民
家
も
古

び
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
民
家
の
前
に
は
オ
ー

ト
バ
イ
が
止
め
て
あ
り
、
薄
暗
い
家
の
中
か
ら
は

テ
レ
ビ
の
光
が
漏
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
人
々
は

「
普
通
」に
生
活
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。「
格

差
社
会
」
と
い
う
言
葉
か
ら
想
像
さ
れ
る
、
極
端

な
貧
富
の
差
を
マ
レ
ー
シ
ア
の
町
中
で
観
察
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
統
計
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み
て
驚
い

た
。
所
得
格
差
を
示
す
指
標
で
あ
る
ジ
ニ
係
数
を

見
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
四
九
・
一
五
（
一
九
九

七
年
）
で
あ
り
（
係
数
が
大
き
い
方
が
格
差
が
大

き
い
）、
こ
れ
は
、
日
本
の
二
四
・
八
五
（
一
九

九
三
年
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
三
四
・
三
一
（
二
○
○
二
年
）、
中
国
の
四
四

・
七
三
（
二
○
○
一
年
）、
イ
ン
ド
の
三
二
・
五

（
二
○
○
二
年
）
な
ど
を
上
回
る
。
統
計
上
、
マ

レ
ー
シ
ア
は
ア
ジ
ア
で
最
も
極
端
な
「
格
差
社

会
」
の
一
つ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
本
当
に
マ
レ
ー
シ
ア
は
「
格
差
社

会
」
な
の
か
、
ま
た
、
こ
う
し
た
実
感
と
統
計
と

の
ズ
レ
が
ど
こ
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に

は
「
格
差
社
会
」
マ
レ
ー
シ
ア
は
今
後
、
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

●
一
九
六
九
年
暴
動
を
引
き
起
こ
し
た

「
格
差
」

マ
レ
ー
シ
ア
は
格
差
社
会
か̶

異
例
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
優
遇
政
策
の
帰
結
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特集／開発の中で「格差」を考える

現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
が
「
格
差
社
会
」
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
過
去
の
あ
る
時
期
、
マ

レ
ー
シ
ア
が
「
格
差
社
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
話
は
一
九
六
九
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

多
民
族
が
平
和
に
共
存
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
、

過
去
一
度
だ
け
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
大
き
な

暴
動
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
五

・
一
三
暴
動
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
五
月
一
三
日
、

首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
マ
レ
ー
系
住
民
と
華

人
系
住
民
が
衝
突
し
、
二
○
○
名
近
い
死
者
を
出

す
惨
事
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
口
の
多

数
を
占
め
る
マ
レ
ー
系
住
民
が
華
人
系
住
民
に
対

し
て
経
済
的
に
劣
位
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
豊
か
な
華
人
系
住
民

と
貧
し
い
マ
レ
ー
系
住
民
の
経
済
的
な
「
格
差
」

が
最
終
的
に
は
暴
動
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
民
族
間
の
経
済
的
な
格
差
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
七
○

年
時
点
で
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
（
マ
レ
ー
系
住
民
等
先

住
民
の
総
称
）
の
世
帯
別
平
均
月
収
は
一
七
二
リ

ン
ギ
、
華
人
系
住
民
の
平
均
月
収
は
三
九
四
リ
ン

ギ
で
あ
っ
た
（
い
ず
れ
も
半
島
部
の
み
。
以
下
同

じ
）。
両
者
の
間
に
は
二
・
二
九
倍
の
格
差
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
格
差
は
、
資
本

ス
ト
ッ
ク
で
見
た
場
合
に
は
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。

ブ
ミ
プ
ト
ラ
は
国
内
企
業
の
資
本
の
わ
ず
か
二
・

四
％
を
保
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
華
人
は
二
七

・
二
％
を
保
有
し
て
い
た
（
図
１
）。
当
時
の
人

口
比
率
を
見
る
と
、
五
○
・
一
％
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ

が
、
三
六
・
二
％
を
華
人
系
住
民
が
占
め
て
い
た

か
ら
、
人
口
で
過
半
を
占
め
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
、

華
人
の
一
○
分
の
一
以
下
の
資
本
し
か
保
有
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
先
住
民

で
あ
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
、
元
々
移
民
で
あ
っ
た
華

人
系
住
民
に
経
済
を
支
配
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

も
無
理
は
な
い
。

こ
う
し
た
民
族
間
の
経
済
格
差
を
背
景
と
し
た

五
・
一
三
事
件
を
受
け
て
、
政
府
は
新
経
済
政
策

（N
ew

 E
conom

ic Policy

）
を
策
定
し
、
そ
の
中

で
、
①
民
族
に
か
か
わ
ら
ず
貧
困
を
撲
滅
す
る
、

②
社
会
の
再
編
成
、
と
い
う
二
大
目
標
を
掲
げ
た
。

「
社
会
の
再
編
成
」
と
い
う
の
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ

＝
農
村
在
住
＝
農
業
従
事
＝
低
所
得
、
華
人
＝
都

市
在
住
＝
商
工
業
従
事
＝
高
所
得
と
い
う
、
人
種

＝
居
住
地
＝
職
業
＝
所
得
が
固
定
化
・
二
分
化
さ

れ
た
状
況
を
再
編
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
一
九
九
○
年
ま
で
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ

の
資
本
保
有
比
率
を
三
○
％
に
ま
で
高
め
る
こ
と

や
、
各
職
業
の
民
族
構
成
を
、
全
人
口
の
民
族
構

成
に
従
っ
た
も
の
に
再
編
す
る
こ
と
な
ど
が
目
標

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

●
新
経
済
政
策
と
格
差
社
会

新
経
済
政
策
の
策
定
以
降
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は

現
在
ま
で
三
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
世
界
的
に
も

異
例
の
、
豊
か
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
華
人
）
か

ら
貧
し
い
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
（
ブ
ミ
プ
ト
ラ
）
へ

の
所
得
お
よ
び
所
得
機
会
の
再
分
配
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
国
が
、
依
然
と
し
て

統
計
上
で
は
ア
ジ
ア
で
最
も
極
端
な
「
格
差
社

会
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が

た
い
。
そ
の
可
能
性
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
①
新

経
済
政
策
が
有
効
に
機
能
し
な
か
っ
た
、
②
新
経

済
政
策
は
有
効
に
機
能
し
た
が
、
元
々
の
経
済
的

不
平
等
の
水
準
が
高
す
ぎ
た
、
③
新
経
済
政
策
は

有
効
に
機
能
し
た
が
、
新
た
な
格
差
が
生
じ
た
、

の
三
つ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
新
経

済
政
策
は
有
効
に
機
能
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
新
経
済
政
策
は
、
目
標
に
掲

げ
た
「
貧
困
の
撲
滅
」
と
「
社
会
の
再
編
成
」
の

両
方
に
つ
い
て
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
い
え

る
。
貧
困
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
占
め
る

貧
困
世
帯
の
比
率
は
一
九
七
○
年
の
四
九
・
三
％

か
ら
二
○
○
四
年
に
は
五
・
七
％
に
ま
で
激
減
し

て
い
る
。
ま
た
、
民
族
間
の
所
得
格
差
に
つ
い
て

は
、
一
九
七
○
年
に
一 : 

二
・
二
九
で
あ
っ
た
ブ

ミ
プ
ト
ラ
と
華
人
の
格
差
は
、
二
○
○
四
年
に
は

一 : 

一
・
六
四
と
改
善
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、

資
本
の
保
有
比
率
に
つ
い
て
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が

一
八
・
九
％
、
華
人
が
三
九
・
○
％
と
な
り
、
一

図１　民族別資本保有比率（1970 年）
ブミプトラ
2％

華人
27％

外国人
64％

インド系
1％
その他
6％

（出所）第３次マレーシア計画より作成。
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九
七
○
年
時
点
と
比
較
し
て
、
そ
の
差
は
大
き

く
縮
ま
っ
て
い
る
（
図
２
）。

そ
れ
で
は
、
②
は
ど
う
か
。
図
３
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
所
得
階
層
別
の
所
得
水
準
を
一
九
七

○
年
、
一
九
八
九
年
、
一
九
九
七
年
に
つ
い
て

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、

過
去
三
○
年
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
階
層
別
の
相

対
的
な
所
得
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

所
得
の
過
半
を
最
上
位
二
○
％
の
階
層
が
保
有

す
る
と
い
う
構
造
は
一
貫
し
て
お
り
、
あ
え
て

い
え
ば
、
一
九
七
○
年
と
比
較
す
れ
ば
、
一
九

八
九
年
、
一
九
九
七
年
に
は
、
下
位
の

所
得
階
層
が
保
有
す
る
所
得
の
比
率
が

わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
微
々
た
る

も
の
で
あ
り
、
一
九
七
○
年
時
点
で
の

所
得
階
層
別
の
所
得
分
配
が
、
現
在
と

比
べ
て
大
き
く
富
者
に
偏
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

●
民
族
「
間
」
格
差
か
ら
民

族
「
内
」
格
差
へ

残
さ
れ
た
可
能
性
は
③
と
な
る
。
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、
新
経
済
政
策
に
よ
っ

て
民
族
間
の
格
差
が
是
正
さ
れ
る
一
方

で
、「
新
し
い
格
差
」
が
生
じ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
最
も
可
能
性
が
あ
る

の
は
、
同
一
民
族
内
の
経
済
格
差
で
あ

る
。
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
中
、
華
人
系
住
民

の
中
で
の
民
族
「
内
」
経
済
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

民
族
別
の
ジ
ニ
係
数
を
見
て
み
る
と
、
ブ
ミ
プ
ト

ラ
は
○
・
四
三
三
（
一
九
九
九
年
）
か
ら
○
・
四

五
二
（
二
○
○
四
年
）
へ
、
華
人
は
○
・
四
三
四

か
ら
○
・
四
四
六
へ
、
イ
ン
ド
系
に
つ
い
て
も
○

・
四
一
三
か
ら
○
・
四
二
五
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
民
族
を
問
わ
ず
、

民
族
「
内
」
で
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

一
九
九
九
年
よ
り
も
古
い
民
族
別
の
ジ
ニ
係
数

が
入
手
で
き
な
い
た
め
、
統
計
的
に
証
明
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
（a）
民
族
間
の
所
得
格
差
は

縮
小
し
て
い
る
、
（b）
国
民
全
体
と
し
て
の
所
得

分
配
構
造
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
、
と
い

う
二
点
か
ら
推
測
す
る
と
、
所
得
格
差
の
中
心
が

民
族
「
間
」
か
ら
民
族
「
内
」
へ
と
変
化
し
て
い

る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

民
族
内
で
の
経
済
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
一
つ

の
理
由
と
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
相
続
税
が

無
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
前
は
マ
レ
ー
シ
ア

に
も
相
続
税
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
五
〜

一
○
％
と
き
わ
め
て
低
い
税
率
に
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
相
続
税
も
一
九
九
一
年
に
は
廃
止
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
一
端
富
豪

と
な
っ
た
場
合
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、

富
豪
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

梅

も
指
摘
し
て
い
る
が
、
一
九
九
○
年
代
の

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
意
図
的
に
「
富
豪
」
を
作
り

出
そ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
参
考
文
献

参
照
）。
こ
の
時
期
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
は
、

前
述
し
た
国
家
主
導
の
所
得
分
配
政
策
を
続
け
る

か
わ
り
に
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
が
自
律
的
に
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
民
営
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
付
与
を
通
じ
て
ブ
ミ
プ
ト
ラ
系
大

企
業
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
っ
て
い
た
。
こ
う
し

た
試
み
は
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一

方
で
、
民
族
内
格
差
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

言
え
る
。

●
持
続
す
る
地
域
間
格
差

も
う
一
点
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
の
は
、
地
域
間
の
所
得
格
差
で
あ
る
。
現
在

の
マ
レ
ー
シ
ア
は
一
三
州
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
邦

制
の
国
家
で
あ
る
が
、
州
ご
と
の
一
人
当
た
り
国

民
所
得
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
○
年

時
点
で
は
最
も
貧
し
い
ク
ラ
ン
タ
ン
州
と
最
も
豊

か
な
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を

含
む
）
の
格
差
は
三
・
四
九
倍
で
あ
っ
た
。
二
○

○
○
年
時
点
で
最
も
貧
し
い
ク
ラ
ン
タ
ン
州
と
最

も
豊
か
な
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
含
む
ス
ラ
ン
ゴ

ー
ル
州
と
の
格
差
は
三
・
三
一
倍
で
、
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
。
日
本
の
場
合
、
一
人
当
た
り
県
民

所
得
が
最
も
高
い
東
京
都
と
最
も
低
い
沖
縄
県
の

格
差
は
二
・
○
九
倍
で
あ
る
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
方
が
地
域
間
格
差
は
大
き
い
と
言
え
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
地
域
間
格
差
の
根
源
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
植
民
地
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
世
紀

前
半
に
マ
レ
ー
シ
ア
を
植
民
地
化
し
た
イ
ギ
リ
ス

は
、
一
次
産
品
が
豊
富
で
あ
っ
た
西
海
岸
の
各
州

を
中
心
に
鉄
道
建
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

イ
ン
ド
系
・
華
人
系
の
労
働
者
が
流
入
し
て
現
在
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特集／開発の中で「格差」を考える

の
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
民
族
社
会
の
原
型
が
形
作
ら

れ
た
。
一
方
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
北
部
・
東
海
岸
の

各
州
は
そ
う
し
た
植
民
地
経
済
の
発
展
か
ら
取
り

残
さ
れ
、
ま
た
、
人
種
的
に
も
マ
レ
ー
人
比
率
が

非
常
に
高
い
ま
ま
伝
統
的
な
社
会
体
制
が
維
持
さ

れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
北
部
・
東
海
岸
各
州
の
経
済
的
後

進
性
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し

た
経
済
的
後
進
性
と
マ
レ
ー
人
比
率
の
高
さ
・
伝

統
的
な
社
会
体
制
が
結
び
つ
き
、
こ
う
し
た
地
域

で
は
政
治
的
に
は
汎
マ
レ
ー
シ
ア
イ
ス
ラ
ム
党

（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
の
勢
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
現
在

で
も
最
も
平
均
所
得
が
低
い
ク
ラ
ン
タ
ン
州
で
は

Ｐ
Ａ
Ｓ
が
州
政
権
を
と
り
、
連
邦
政
府
と
対
立
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
対
立
が
、
さ
ら
に
同
州
の
発

展
を
阻
害
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
地
域
格
差
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
は
新
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
早
い
時
期
か
ら

注
意
を
払
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
開
発
に
つ

い
て
の
様
々
な
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
格

差
は
縮
小
し
て
い
な
い
。

●
変
質
す
る
格
差
社
会
の
行
方

か
く
し
て
、
ア
ジ
ア
で
最
も
極
端
な
「
格
差
社

会
」
と
な
っ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
る
が
、
こ

う
し
た
格
差
は
国
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
現
在
の
民
族
内
格

差
は
一
九
六
九
年
時
点
で
の
民
族
間
格
差
よ
り
も
、

国
の
安
定
に
及
ぼ
す
悪
影
響
は
小
さ
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
末

期
に
高
ま
っ
た
「
ク
ロ
ー
ニ
ズ
ム
」
批
判
に
も
あ

る
よ
う
に
、
同
一
民
族
内
で
も
政
権
に
近
い
企
業

家
が
ま
す
ま
す
リ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
構

造
に
は
民
衆
も
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
不
満
は
、
五
・
一
三
暴
動
を
生
み
出

し
た
民
族
間
の
格
差
に
対
す
る
不
満
と
は
異
な
り
、

暴
力
的
な
手
段
で
同
じ
民
族
の
富
裕
階
層
に
不
満

を
ぶ
つ
け
る
と
い
う
事
態
に
は
至
ら
な
い
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
確
か
に
民
族
内
で
の
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
経
済
全
体
が
高
い

成
長
を
続
け
る
中
で
生
じ
た
格
差
で
あ
る
と
い
う

点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
経
済
政
策
で
劇

的
に
貧
困
家
庭
の
比
率
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、「
貧
し
い
も
の
は
富
み
、
富
め

る
も
の
は
更
に
富
ん
だ
」
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
経
済
が
停
滞
す
る
中
で
の
格
差
拡

大
と
は
異
な
り
、
や
は
り
社
会
を
不
安
定
化
す
る

要
因
に
は
な
り
に
く
い
。

第
三
に
、
現
時
点
で
の
格
差
は
あ
る
意
味
「
経

済
的
野
望
に
応
じ
た
格
差
」
で
あ
り
、
完
全
に
不

当
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
確
か
に
、
政
権
に
近

い
人
脈
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
、
と
い
っ
た
要
素

は
絡
ん
で
く
る
も
の
の
、
現
在
の
マ
レ
ー
シ
ア
の

富
裕
層
の
多
く
は
、
企
業
家
と
し
て
初
代
か
二
代

目
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
力
で
事
業
を
拡

張
し
た
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
親
の
事
業
を
助
け

て
き
た
世
代
で
あ
る
。「
能
力
に
応
じ
た
格
差
」

と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
は
あ
る
が
、
現
時
点
で

は
、
富
裕
層
は
漫
然
と
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
富

裕
層
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
現
時
点
で
の
マ
レ

ー
シ
ア
に
お
け
る
経
済
的
な
格
差
は
、
社
会
を
不

安
定
化
さ
せ
る
大
き
な
要
因
に
は
な
ら
な
い
と
言

え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
、
あ
と
二
○
年
、
三

○
年
と
経
過
し
た
場
合
に
は
、「
格
差
社
会
」
が

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
は

相
続
税
が
無
い
た
め
、
単
に
親
の
資
産
を
引
き
継

い
だ
だ
け
の
人
物
が
富
裕
層
の
多
数
を
占
め
る
時

が
必
ず
や
っ
て
く
る
。
ま
た
、
現
在
は
比
較
的
高

い
成
長
率
を
維
持
し
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
も
経
済

が
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
成
長
率
は
鈍
化
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
と
き
に
、
一
般
の
マ
レ
ー
シ
ア

人
は
、
極
端
な
富
裕
層
の
存
在
を
許
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
抱
え
て
い
た
多
民

族
国
家
特
有
の
社
会
的
な
不
安
定
さ
を
克
服
し
つ

つ
あ
る
一
方
で
、
将
来
的
に
は
「
格
差
社
会
」
が

一
般
的
に
抱
え
る
よ
り
普
遍
的
な
社
会
的
な
不
安

定
さ
に
苦
し
む
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
は
新
経
済
政
策
で
打
ち
出
し
た
よ

う
な
、
強
力
な
格
差
是
正
に
向
け
た
政
策
を
打
ち

出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
が
、「
格
差
社
会
」

マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
の
第
二
の
水
嶺
点
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
く 

ま
が
い　

さ
と
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

梅

創
「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
期
の
財
政
│
予
備

的
考
察
」『
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
の
二
二
年
│

文
献
レ
ビ
ュ
ー
と
基
礎
資
料
』
日
本
貿
易
振
興

機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
○
○
四
年
。
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